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白百合ベビーホーム便り 
 

 

ホームページ http://shinsei-kai.org/ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある里親委託式で「クリスマスツリーを部屋に出したら、突然子どもがジングルベル♪

を歌ったんです。楽しい思い出があったんだなと嬉しくなりました。」と里親さんが教え

てくれました。昨年 1歳半くらいで経験した記憶が、里親さんとの幸せな場面だからこ

そ、ほっこりとその子の心に湧いてきたのでしょう。乳児院で過ごす時間は、ほんのわず

か。思い出を言葉に刻むこともできません。それでも、心の原資となるこんな豊かな体験

を一つでも多く子どもたちに持たせたいと思っています。 

今年も一人ひとりに特別感がありながら、みんなで喜びを分かち合えるクリスマスとな

りますように。  

 
真生会 白百合ベビーホーム 理事長／院長 青木紀久代 

明るく、楽しく、元気よく

毎年この時期に、ベビーホームを退所した児童を招待す

るホームカミングデーを開催しています。今年は 173 名

の参加がありました。関係者の方々に心より御礼申し上げ

ます。 

今回は、子どもたちが生活していたお部屋を回る『ユニ

ットツアー』を行いました。当時の生活の様子を再現する

べく、くまのぬいぐるみがおままごとをしていたり、赤ち

ゃん用のおもちゃが置いてあったりと、各ユニットの装飾

の違いも見どころの一つでした。 

また恒例のビンゴゲームでは、自分でシールを貼って自

分だけのビンゴカードを作りました。「ビンゴー！」「次は

うさぎ出してー！」などと楽しそうな声がたくさん上がっ

ており、大盛り上がりでした。景品もたくさんあって悩む

子が続出でした。 

院内のてくてく広場で採れた柿を最後にお土産として、

お渡ししました。また来年も柿の実る時期に、成長した子

どもたちと会えることが楽しみです。  

ホームカミングデー 
 



 

 

 

 

 

                    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

        
  びが大 きなあさがお すみれの子どもたち。院

内の広場に を しに行きました。柿 いち くの実

が  実っていて、自分で ろうと「 っこして」と

ちゃーちゃんにお だり。また、 ちている柿もそれ

 れが思い思いに んだり がしたり、 いを いだ

り、 感を って を感 ていました。

    ンでは、か ちゃ   の 装をして部屋を

回りました。大きな子たちは「トリック アトリー

ト！」と  よく言いながら、楽しんでいました。お

 子をたくさんもらって  そうな子どもたちでした。
 

      
 の   さつまいも を わいました。大きい子が

  ってくれて さつまいもご  を作りました。 

 に を い、だし  と一 に いたご 。だし 

 を「つまみぐい 」と にしていたのはみんなには

  。とってもおいしく出来上がり、    な子も

「おかわり」と  もおかわりしていました。

    ンでは きな 装を につけて、お 子をも

らいに出かけました。マントをつけて  の 方に

なったり、スカートを  も   したり。それ れ

が   な 装を楽しみます。もらってきたお 子を

  ほお り、大  の  でした。

 

 

         
 が ると  もぐっと がり、  も れたり 

だったり。そんな が りそうな に   と 

 ールを って 内 びをしました。

  は   をビリビリ。 さく ったり長く っ

たりして  の  をし、たくさんちぎった   

で   を作りました。次に、 ー ルに   を

貼ってお 作り。   らない い 間は子どもた

ちにとって    のよう。こしょこしょ をして

いる も見られ、 の の  ましい一 マでした。

 

         
    ンは、大きい子は自分で 装を び、か 

ちゃ デビルに  。お 子をもらう合言葉を っ

ている子は ずかしがりながらもしっかり言うこと

が出来ました。みんなお 子をもらって大  です。

  びでは  をしながら、 ち葉 びをしたり、

 面に ったりしました。  のある 面もどんど

ん って行くのでたくましさを感 られました。 

ち葉を で んだり、 で ってカ カ という 

を いたり、 ならではの体験も出来ました。

＼ 11月 各ユニットの様子 ／ 



 

保育の質向上委員会では、毎月 ーマを決 て びに り組んでいます。11月の びの ーマは 

ち葉 びです。ユニットそれ れで ーマに沿った び 製作を考えて り組んでいます。公園で

は、 ち葉の道の上をカ カ と を立てながら いて  感 を わったり、上に投げた ち葉

が ちてくる様子を観察したりしています。3，4歳の大きい子は、「おおきい 」「いろちがう 」

等 さな違いに が付いたり、両 で ち葉を挟んで揉み、葉っぱが擦れる   さくなっていく

感 を楽しんだりしています。養育者の意図 想像を超えた び方  付きをしてくれる子どもた

ちです。ユニット 廊 には子ども達の様々な製作が飾ってあるので、いらっしゃった際にはぜひ

ご覧ください。 

 

現 、 月の   に行われている ン ート
リーデ ングは、   いずみ   にある
「  のおうち」より    子さんを  に
お招きしています。
  に合わせた 楽を しながら み かせを
行う ン ートリーデ ングですが、  の 
  ベビーホームで毎月  している  も 
り れながら んで さるので、子どもたちは
  の  に き まれて楽しく体を らしな
がら参加しています。また、養育者にとっては
  の み方等を   会にもなっています。
 でも子どもたちに  なのは「せんろはつ 
く」の  。  に って出  行！  をつ
ないで くまで出かけるお となっており、 
 に ったつもりで  ゴトととても  かで
す。ベビーホームの後は親子のひろ に  し
て  の親子さんにも  を んで さいます。
  さんの しい   に ったりした時間が
広がります。

 

コンサートリーディング 

   



 

 

 

 

 

 行  横浜市泉区 田東1-41-3 

白百合ベビーホーム 

責任者 院長  青  紀久  

電   ０４５－８０３－０３９８ 

今月 絵本 

今年 も保育の質向上委員会で毎月の  を  し、各ユニットで月間を通して み かせを行って

います。ベビーホーム全体で毎月の  を  ることにより、多様な  に れ、  の  を広げ

るとともに、他ユニットのお友だち 職員とも共通の   歌を通 てつながりを感 られることを

 らいとしています。今年 は、歴 の月間  も、改 て毎月の  として紹介して み継いでい

ます。 

１１月 絵本 

      すいかくんが    作  :とよたかずひこ／童心社 

すいかくん目 のすいか割りのお です。 軽にひょいひょい逃げ回るすいかくんの反応とその

たびに わる可愛らしい表情に注目の一冊。子どもたちも次々 わるすいかくんの反応にゲラゲラ

 顔になる  でした。 

       られん られんか ちゃのこ 作: ぎゅうげんいちろう／福 館書店 

 いろいろな生き物がくっついてしまい寝られないか ちゃのこ。子どもが大 きな生き物の 場

に喜んだり、お の結末に「なんで ？」と疑問を持つ子、その子なりの反応が楽し る  でし

た。か ちゃのこシリーズの むたい むたいも合わせて み かせをしている人 の  です。 

 

12月は、クリスマスにちなんだ 

次の 2冊を月間  としています。 

      まどからのおくりもの 作:  太郎／偕成社 

      クリスマスのふしぎなはこ 文:長谷 摂子  :斉藤俊行 

  

  

 

今回は午後のお つ用にクッキー作りを行いま

した。 

ビニール袋にバ ーを れて「もみもみ」。柔ら

かくなったら砂糖→ 麦粉→かたくり粉の順に

 れてひとまとまりになるまで「こ こ 」。ま

とまったら次は子どもたちの思うままにクッキ

ーを成形して ー ンへ。 

1人1人自分のクッキーを きな形にこ て作

っていました。 

今後も  の「できた」を経験し、子どもたち

の自信につながる 育を行っていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

10月、11月のクッキングの ーマは『こ る』です。 

今年 は子どもの主体 をはぐくむことを らいとし、できるだけ

子どもたちが自分で作ることを目標にクッキングを行っています。 

 


